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日本赤十字社愛知県支部の
令和元年度の主な活動の報告

日本赤十字社の
赤十字会費を募集しています

【問合わせ】 生活援護課　☎８４-０６５５

　日本赤十字社は、世界１９２の国と地域にある赤十字社の１つで、地域
のみなさまのご理解とご協力により活動を支えられている団体です。集
まった会費は、日本赤十字社が災害救護活動、国際活動等を実施するた
めの重要な財源となっています。
　また、日本赤十字社半田市地区では、市内に在住する方で、火災により住家が全焼、半焼した場合、次の
見舞金・弔慰金を支給しています。

◇会員世帯（会費納入世帯）・・・・・・・・◉見舞金 ２０，０００円 ◉弔慰金 １０，０００円
◇非会員世帯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・◉見舞金 １０，０００円 ◉弔慰金 ５，０００円

　会費の募集は、お住まいの自治区を通じて各世帯にお願いしています。また、市役所生活援護課の窓
口でも受け付けています。赤十字の活動にご賛同いただき、赤十字会費の募集にご協力をお願いします。

災害救護活動
　令和元年台風第１９号災害にて、被災した長野県で、
避難所での診療や医療ニーズ調査を行いました。
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風
し
ん
は
、
発
熱
や
発
疹
が
主
な
症
状

で
、
飛
沫
感
染
に
よ
り
人
か
ら
人
へ
感
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す
る
、
感
染
力
の
強
い
病
気
で
す
。
大
人

が
発
症
す
る
と
子
ど
も
よ
り
重
症
化
す
る

こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
妊
娠
中
の
女
性
が

感
染
す
る
と
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の

子
ど
も
が
生
ま
れ
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く
る
可
能
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く
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り
ま
す
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し
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対
象
の
方
に
は
、
4
月
下
旬
に
ク
ー
ポ

ン
券
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
そ
の

ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
て
抗
体
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
検
査
の
結
果
、
十
分
な

量
の
抗
体
が
な
い
方
は
、
予
防
接
種
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
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※
昨
年
度
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
方

は
、
昨
年
度
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
廃
棄
い

た
だ
き
、
今
年
度
お
届
け
す
る
ク
ー
ポ

ン
券
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
半
田
市
に
転
入
し
た
方
は
、
転
入
前
の

市
区
町
村
で
発
行
さ
れ
た
ク
ー
ポ
ン
券

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
半
田
市
保
健
セ

ン
タ
ー
で
ク
ー
ポ
ン
券
の
再
発
行
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
健
診
や
特
定
健
診
の
機
会
に
そ

の
場
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
本
事

業
に
参
加
し
て
い
る
全
国
の
医
療
機
関

で
受
け
ら
れ
ま
す
。
検
査
機
関
・
医
療

機
関
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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　ホームページはこちら
▲半田市内で抗体検査・
　予防接種が受けられる
　医療機関はこちら

事業名 通所型サービスＢ
地域支え合い型補助事業

げんきスポット補助事業
（地域介護予防活動支援事業）

補助対象事業
（主な条件）

◇毎月２回以上、１回当たり１時間以上、次に掲げる事業を実施していること
・高齢者の社会参加を促進する事業（サロンなど）
・運動機能向上に資する体操・運動に関する事業
・低栄養防止、食生活改善に関する事業
・口腔機能向上に関する事業
・介護予防または認知機能低下予防のための事業（脳トレ、文化活動など）
・介護予防のために医療機関や介護保険施設等が自主的に行う事業

要支援１・２または事業対象者の利用の
受け入れができる

１か月当たりの参加者（市内在住６５歳以
上）が延べ２０人以上

補助対象団体
（主な条件）

◇代表者の連絡先や活動場所等の情報を市民に提供することに同意する団体
◇団体の活動への参加希望を広く受け入れ、高齢者が自由に参加できる団体

補助の種類 運営費補助、立ち上げ支援補助、講師謝金補助、施設利用補助
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【問合わせ】 高齢介護課　84-0644

❖高齢者の通いの場を支援します❖
　高齢者の通いの場を充実させ、介護予防を推進するため、令和２年度分の「通所型サービスＢ地域支え
合い型補助事業」及び「げんきスポット補助事業（地域介護予防活動支援事業）」の申請を受け付けます。

※補助金額などの詳しい情報は高齢介護課にお問い合わせください。
申込み　４月１日（水）～４月２４日（金）に指定の申請書類一式を高齢介護課へご提出ください。
※申請書は、高齢介護課窓口または市ホームページにあります。

補 助 事 業 の 概 要

　各集団資源回収団体の回収品目や日時等はお住いの自治区にお問い合わせいただくか、
市ホームページで確認してください。

集団資源回収の対象品目拡大について
　市では、自治区や子ども会などが資源を定期的に回収する「集団資源回収」を推
進しています。令和２年４月から新たに以下の品目が集団資源回収の対象となりま
すので、資源化を推進するためご協力ください。

【問合わせ】 クリーンセンター　23-3567

◇食料用スチール缶（缶詰、海苔の缶、お菓子の缶など）　
　※エンジンオイル缶やペンキ缶等の食料用以外の缶は対象外
◇タオル・シーツ類（古着として回収）

出し方

◇食料用スチール缶
　中身を空にしてキレイにしたうえで、飲料用スチール缶とは分別して出して
　ください。
◇タオル・シーツ類
　洗濯したうえで、古着類としてまとめて出してください。

追加品目
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